
  新型コロナウイルスが陰性でインフルエンザ抗原迅速検査陽性者の行動指針 

              インフルエンザと診断された方へ 

新型コロナウイルスの検査が陰性でインフルエンザと診断された学生・教職員は、一定期間登

学・出勤をせず、自宅療養※してください。 

※自宅療養中の取扱いについては、学生は各学部の学務係及び学務課（正規課程以外の留学生は

学生・留学生支援課）へ連絡してください。教職員は病気休暇または年次有給休暇を申請して

ください。 

自宅療養は、次の条件を満たしたときにのみ終了となります。 

症状があらわれた日を０日目として５日が経過し、かつ解熱後２日を経過していれば登学・出勤

可とする（下記早見表参照） 

     

 


